
津谷市長が年頭の訓示／市長ダイアリー クマ受け入れに関する住民説明会／前田公民館落成祝賀会

ク
マ
受
け
入
れ
に
関
す
る
住
民
説
明
会

新
た
な
施
設
は
安
全
確
保
が
大
事

津
谷
市
長
が
年
頭
の
訓
示

市
の
再
生
の
た
め
に
は
職
員
自
ら
再
生
を

前
田
公
民
館
落
成
祝
賀
会

住
民
待
望
の
公
民
館
が
完
成

◇
12
月
16
日
〜
1
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

12
月
17
日（
月
）▽
元
鷹
巣
町
議
会
議
員
故
久
留
嶋
清
吉
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

19
日（
水
）▽
栄
地
区
自
治
会
李
岱
会
館
完
成
祝
賀
会
（
李
岱
会
館
）

20
日（
木
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
平
成
24
年
度
第
２
回
役
員
会
（
秋
田
市
）

22
日（
土
）▽
佐
藤
祥
男
先
生
「
旭
日
双
光
章
受
章
祝
賀
会
」（
大
館
市
）

23
日（
日
）▽
前
田
公
民
館
竣
工
祝
賀
会
（
前
田
公
民
館
）

25
日（
火
）▽
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
全
国
表
彰
受
賞
報
告
（
本
庁
舎
）

26
日（
水
）▽
北
秋
田
市
市
民
歌
制
定
委
員
会
委
嘱
状
交
付
式
（
本
庁
舎
）▽
秋
田
八

幡
平
ク
マ
牧
場
の
対
応
に
関
す
る
覚
書
締
結
式
（
秋
田
市
）▽
小
森
自
治
会

館
竣
工
祝
賀
会
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

27
日（
木
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
知
事
へ
の
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
贈
呈（
秋
田
市
）

▽
八
幡
平
ク
マ
牧
場
の
熊
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
住
民
説
明
会
（
阿
仁
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

28
日（
金
）▽
各
庁
舎
年
末
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
（
各
庁
舎
）

１
月
１
日（
火
）▽
大
太
鼓
叩
き
初
め
（
大
太
鼓
の
館
）▽
小
森
自
治
会
館
竣
工
祝
賀

会
（
小
森
自
治
会
館
）

３
日（
木
）▽
平
成
25
年
坊
沢
地
区
「
新
春
交
流
会
」（
坊
沢
公
民
館
）▽
七
日
市
地
区

新
春
交
流
会
（
七
日
市
公
民
館
）

４
日（
金
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
（
阿
仁
中
学
校
体
育
館
ほ
か
）▽
年

頭
あ
い
さ
つ
（
本
庁
舎
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
）　

６
日（
日
）▽
東
地
区
新
年
交
流
会
（
栄
公
民
館
）▽
綴
子
公
民
館
新
春
交
流
会
（
綴

子
公
民
館
）▽
伊
勢
町
新
春
交
流
会
（
伊
勢
町
児
童
館
）

８
日（
火
）▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
平
成
24
年
度
所
員
発
表
会
（
文
化
会
館
）

10
日（
木
）▽
秋
田
内
陸
線
と
地
域
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
阿
仁
ふ
る

さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
第
36
回
新
春
交
流
会（
中

央
公
民
館
）

12
日（
土
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
地
区
交
通
・
防
犯
指
導
隊
連
合
会
観
閲
式
（
森
吉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

13
日（
日
）▽
沢
口
地
区
新
春
交
流
会
（
沢
口
公
民
館
）▽「
の
れ
そ
れ
年
末
年
始
大
売

出
し
」
大
抽
選
会
（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

15
日（
火
）▽
百
歳
を
迎
え
る
長
寿
者
奥
田
キ
ク
ヱ
氏
へ
の
祝
品
贈
呈
（
奥
田
氏
宅
）

Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
に
よ
る
伝
統
行
事
・
雪
中
田
植
え
（
大
太
鼓
の
館
前
）

　
八
幡
平
ク
マ
牧
場
の
ク
マ
受
け
入
れ
に

関
す
る
住
民
説
明
会
が
、
12
月
27
日
、
比

立
内
の
阿
仁
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
廃
業
し
た
八
幡
平
ク
マ
牧
場
に
残
さ
れ

た
ク
マ
に
つ
い
て
は
、
北
秋
田
市
が
県
の

支
援
を
前
提
に
全
頭
の
受
け
入
れ
を
表
明
。

受
け
入
れ
先
の
阿
仁
熊
牧
場
で
は
、
す
で

に
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
６
頭
を
引
き
取
り
、
新

た
な
施
設
の
完
成
後
に
残
る
ヒ
グ
マ
20
頭

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
説
明
会
に
は
、
阿
仁
熊
牧
場
の
あ
る
大

阿
仁
地
区
の
自
治
会
の
代
表
や
住
民
な
ど

13
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
は
「
地
域
の
皆
さ

ん
に
も
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
。

県
が
残
さ
れ
て
い
る
ク
マ
の
取
り
扱
い
に

大
変
苦
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
全
頭
殺

処
分
に
な
っ
た
場
合
、
県
全
体
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
、
条

件
が
整
え
ば
、
全
頭
受
入
れ
を
検
討
す
る

と
表
明
し
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

き
た
。
受
け
入
れ
に
あ
た
っ
て
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
安
全
の
確
保

と
考
え
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
秋
田
県
生
活
衛
生
課
の
職
員
が
、
ク
マ

受
け
入
れ
に
係
る
経
緯
や
今
後
の
予
定
を

説
明
。
続
い
て
、
北
秋
田
市
商
工
観
光
課

の
職
員
が
、
ヒ
グ
マ
の
受
け
入
れ
に
伴
い
、

既
存
施
設
の
西
側
に
新
た
に
整
備
す
る
施

設
の
配
置
や
規
模
、
概
算
工
事
費
、
管
理

方
式
な
ど
計
画
し
て
い
る
概
要
を
示
し
ま

し
た
。

　
質
疑
で
は
、
出
席
者
か
ら
、
新
た
な
施

設
の
管
理
に
関
す
る
質
問
や
新
た
な
施
設

を
観
光
に
活
か
し
て
欲
し
い
と
い
っ
た
要

望
な
ど
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
津
谷
市
長
が
「
何
よ
り
も
安
全
が
大

事
で
す
の
で
、
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
施
設
は
、
７
月
に
工
事
に
着
手

し
、
11
月
中
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
前
田
公
民
館
落
成
祝
賀
会
が
12
月
23
日
、

同
公
民
館
で
行
わ
れ
、
前
田
地
区
活
性
化

推
進
協
議
会
会
員
や
市
の
関
係
者
、
工
事

の
施
工
業
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
公
民
館
は
、
平
成
19
年
の
豪
雨
災
害

の
翌
年
か
ら
着
手
さ
れ
た
阿
仁
川
災
害
復

旧
事
業
の
河
川
改
修
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
前
田
地
区
に
あ
る
四
季
美
館
を

公
民
館
の
代
替
施
設
と
し
て
利
用
し
て
き

ま
し
た
が
、
住
民
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ

り
、
平
成
24
年
７
月
か
ら
工
事
に
着
手
し

て
い
ま
し
た
。

　
同
公
民
館
は
前
田
小
学
校
の
敷
地
の
一

部
を
使
用
し
、
敷
地
面
積
1
７
１
０
㎡
、

　
平
成
25
年
の
仕
事
始
め
の
1
月
４
日
、

市
役
所
で
津
谷
市
長
が
幹
部
職
員
を
前
に

年
頭
の
訓
示
を
行
い
「
今
年
は
巳
年
、
蛇

の
脱
皮
と
い
う
こ
と
か
ら
再
生
の
年
で
も

あ
る
。
市
の
再
生
の
た
め
に
は
一
人
一
人

自
ら
が
再
生
す
る
気
持
ち
で
」
と
職
員
に

奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
明
る
い
話
題
で
は
北
あ

き
た
バ
タ
ー
餅
ブ
ー
ム
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
今
後
の
関
係
者
の
頑
張
り
を
期
待

し
た
い
。
森
吉
山
ダ
ム
の
完
成
、
市
民
病

院
の
門
前
薬
局
の
開
院
、
日
沿
道
全
線
開

通
に
向
け
た
二
ツ
井
今
泉
道
路
・
鷹
巣
西

道
路
も
具
体
的
に
動
き
出
し
た
。
ま
た
、

年
末
に
は
八
幡
平
か
ら
ク
マ
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
覚
書
を
秋
田
県
と
交
わ
し
た
」

な
ど
と
昨
年
を
振
り
返
り
、
ク
マ
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
は
「
安
全
対
策
に
は
万
全

を
つ
く
し
、
真
に
市
民
の
利
益
に
つ
な
が

る
よ
う
、
慎
重
か
つ
丁
寧
に
様
々
な
検
討

を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
課
題
に
対
す

る
取
り
組
み
姿
勢
を
述
べ
ま
し
た
。 

さ
ら

に
「
埋
も
れ
て
い
る
地
域
の
宝
を
掘
り
起

こ
し
て
、
市
民
が
誇
り
を
持
て
る
明
る
く

元
気
な
北
秋
田
市
を
作
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
職
員
に
対
し
て
は
「
バ
タ
ー
餅
ブ
ー
ム

や
ク
マ
の
受
け
入
れ
は
、
年
度
当
初
に
は

予
定
し
な
か
っ
た
事
案
で
あ
り
、
担
当
職

員
は
大
変
戸
惑
っ
た
と
思
う
が
、
こ
れ
か

ら
は
過
去
の
行
政
で
の
経
験
則
で
は
判
断

で
き
な
い
よ
う
な
事
案
に
出
く
わ
す
可
能

性
が
大
き
い
。
常
に
柔
軟
な
対
応
を
心
が

け
、
広
く
情
報
を
共
有
し
オ
ー
ル
北
秋
田

市
で
物
事
に
当
っ
て
ほ
し
い
。本
年
秋
に
は

秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
始
ま
り
、
平
成
26
年
の
国
民
文
化
祭

へ
の
取
り
組
み
も
本
格
化
す
る
。
ま
た
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
事
業
も

動
き
出
す
の
で
、
北
秋
田
市
全
体
が
元
気

に
な
れ
る
よ
う
職
員
の
奮
起
を
期
待
す

る
」
な
ど
と
訓
示
し
ま
し
た
。

床
面
積
３
８
２
・
58
㎡
の
木
造
平
屋
建
で
、

大
ホ
ー
ル
や
研
修
室
、
会
議
室
兼
図
書
室
、

書
庫
、
調
理
器
具
な
ど
が
完
備
さ
れ
た
実

習
室
な
ど
を
備
え
、
ふ
ん
だ
ん
に
木
材
が

使
用
さ
れ
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
費
は
６
８
０
５
万
円
で
、
こ
の
う

ち
３
１
７
０
万
３
０
０
０
円
を
前
田
財
産

区
が
負
担
し
て
い
ま
す
。 

　
祝
賀
会
で
は
、
始
め
に
前
田
地
区
活
性

化
推
進
協
議
会
の
春
日
正
一
会
長
が
「
公

民
館
活
動
を
通
し
て
、
住
民
の
自
主
性
を

養
う
場
、
交
流
の
場
と
し
て
有
意
義
に
利

用
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

市
教
育
委
員
会
の
担
当
者
が
事
業
経
過
報

告
を
し
た
後
、
津
谷
市
長
が
「
こ
の
公
民

館
が
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。
生
涯
学
習
の
み
な

ら
ず
、
多
岐
に
渡
っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
公
民
館
の
完
成
を
記
念

し
て
前
田
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会
か
ら

置
時
計
が
贈
呈
さ
れ
、
春
日
会
長
か
ら
津

谷
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
祝
宴
が
開
か
れ
、
参
加
者

が
公
民
館
の
完
成
を
喜
び
合
う
と
と
も
に
、

公
民
館
を
通
し
た
地
元
住
民
の
交
流
、
伝

統
芸
能
の
継
承
な
ど
幅
広
く
活
動
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
し
た
。

▲新年にあたり、幹部職員を前に津谷市長
が年頭の訓示を行いました

▲クマの受け入れに関する経緯や新たな施
設の概要などを説明しました

▲ふんだんに木材が使用されている前田公
民館
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